
ア
メ
リ
カ
吏
學
に
於
け
勲
三
絃
學
派
に
ウ
い
て
し

纂
銀
雫
．
一
巻
・
第
｝
二
・
四
號
　
四
六

ア
メ
リ
カ
史
學
に
於
“
．
ろ

　　

@
「
科
學
、
學
滋
ト
に
つ
い
て

ア
メ
サ
カ
輿
に
於
け
る
近
代
　
近
代
と
い
ふ
　
歯
骨
用
ひ
る

二
ど
自
膿
が
銃
に
適
當
唇
な
い
か
も
し
れ
な
い
・
「
4
が
南
北
戦
争
．

及
び
再
建
期
を
経
お
一
八
八
．
○
年
代
に
始
ま
る
と
い
ふ
こ
と
は
、

曾
て
ア
イ
雄
大
翠
の
》
…
釜
、
・
。
¢
募
。
触
（
後
に
↑
ヴ
ワ

」
ド
の
斑
學
教
授
）
が
其
の
著
、
、
窯
。
噸
く
一
聖
．
を
一
三
い
甘
≧
琴
「
♂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貯
ド
臥
｝
出
隅
び
蔓
・
さ
N
N
二
　
に
「
於
て
立
誰
じ
駕
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
こ
と
は
獣
時
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
奥
學
の
嚢
展
段
階
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

考
察
か
ら
も
首
肯
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
肇
あ
ら
う
乏
思
ふ
。
雁
史
學

の
如
き
適
適
6
維
濟
の
磯
蓬
と
著
し
い
囚
果
關
係
を
有
す
る
拷
問

・
に
於
て
既
の
事
實
が
誰
明
さ
れ
る
こ
と
は
、
北
口
の
時
化
の
有
す
洛

劃
期
牲
を
画
幅
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
シ
瓜
レ
．
ジ
囁
ン
ガ
ー
は
同
じ
．

べ
右
の
書
に
於
て
、
「
ア
メ
リ
カ
．
土
蜂
の
近
代
．
的
復
照
ハ
は
一
八
八
○

今

津

晃

．
年
代
に
咀
ち
か
篤
な
っ
た
」
と
言
ひ
、
曳
〉
身
ご
宴
。
く
ぎ
肋
も
「
門

八
七
五
年
以
後
の
ア
メ
リ
方
新
馬
に
献
於
け
る
顯
M
著
な
纂
一
風
は
、
ヨ
．

i
ロ
バ
流
の
テ
ー
マ
か
ら
虎
全
に
聾
す
る
と
い
ふ
傾
向
で
あ
っ

た
」
と
蓮
べ
て
、
∵
史
學
に
於
け
る
燕
澱
界
の
猫
立
一
た
と
ひ
充
・

分
な
意
馬
で
命
猫
立
で
は
な
い
に
し
て
も
ー
ゴ
一
が
此
の
爵
期
で
あ

っ
た
こ
と
を
揖
摘
し
て
み
る
。
然
ら
ば
、
受
轟
は
如
何
な
る
事
實

を
指
す
の
で
あ
る
が
一
そ
し
て
米
國
皮
學
の
「
近
代
的
復
輿
」
が

窺
代
ア
・
鑑
史
隆
宅
て
；
の
完
書
墨
艦
と
穿
み

は
何
時
で
あ
る
か
。
要
す
る
起
、
「
威
年
に
蓮
し
売
ア
メ
リ
カ
」
の
、

史
學
の
顧
に
於
け
る
様
和
を
取
り
王
ザ
る
こ
と
こ
そ
、
小
稿
の
主

映
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
ア
メ
、
り
ヵ
史
學
に
於

け
る
「
科
断
學
恢
」
の
減
長
　
　
そ
砂
誕
生
乏
そ
の
．
成
人
　
．
－
仁
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つ
い
て
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
態
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
・

　
世
界
輿
に
於
て
｝
八
八
○
年
時
代
は
班
謂
「
聖
駕
國
家
系
秩
序
し

の
形
磯
さ
れ
始
め
る
基
礎
的
な
年
期
で
あ
っ
た
が
一
そ
れ
ば
ア
メ

リ
ガ
に
於
て
も
九
〇
年
代
の
膨
脹
政
策
の
前
段
階
乏
し
て
内
的
充

實
を
如
し
つ
、
あ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
嘉
賓
螺
子
に
於

で
為
亦
こ
の
時
期
は
充
實
の
第
一
段
と
し
て
、
種
々
の
薪
霊
化
を
．

生
ん
蒔
期
で
あ
っ
花
そ
の
こ
と
喉
．
↓
＋
ガ
世
子
の
中
頃
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

ら
顯
著
に
な
っ
て
丁
子
史
料
蒐
集
の
此
の
疇
期
に
於
け
る
著
し
い

　
　
　
　
ラ

活
濃
化
．
二
海
外
留
學
に
於
て
撫
信
を
得
た
幾
多
の
學
子
骨
の
麟
r

　
　
　
　
く

國
に
よ
る
大
藩
歴
史
教
育
の
礎
化
ー
ゼ
、
・
Y
ナ
ー
ル
、
大
學
院
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

織
の
異
常
径
獲
蓮
ー
レ
、
三
融
含
科
皐
上
の
諸
學
會
の
設
立
、
等

　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

に
於
て
示
さ
れ
忙
。
．
國
籔
的
意
欲
を
盛
っ
た
白
ア
メ
リ
カ
ン
し
を

冠
す
お
諸
學
’
曾
の
設
立
う
．
特
に
一
八
八
四
年
に
於
蒙
る
「
ア
メ
リ

カ
歴
皮
畢
幽
谷
」
＼
の
創
立
（
九
五
年
に
》
ヨ
㊦
樽
・
嬢
翼
・
寓
。
～
．
・
創

刊
）
は
、
文
化
科
墨
髭
の
新
展
開
で
む
う
、
「
科
墨
墨
派
」
の
勃
興
，

從
っ
て
現
代
ア
・
リ
ガ
史
墨
の
誕
生
を
煙
客
で
あ
る
。
此
等
，

の
憂
化
の
中
に
於
て
、
特
に
吾
丸
は
大
塾
に
於
け
る
歴
皮
敷
育
紫

つ
い
τ
璽
謬
ぬ
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
、
そ
れ
を
最
二
分
地
盤
と

　
　
　
　
ブ
メ
リ
労
史
難
に
於
け
る
「
科
齢
雄
派
に
つ
い
て
」
”

し
で
「
科
黎
學
派
」
は
共
の
蓮
韓
を
閉
丸
し
t
か
ら
で
あ
る
。
大

鰐
に
於
て
謄
史
研
究
が
而
も
ド
イ
ツ
的
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
方
法
に
於

七
盛
に
な
ゆ
た
二
と
は
」
企
く
新
し
い
事
實
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以

前
に
送
も
絃
歴
史
著
作
の
総
構
・
ン
多
力
ぞ
、
シ
．
ン
に
ト
概

っ
て
癖
は
れ
て
る
た
と
言
っ
て
も
過
慮
で
は
な
炉
の
で
あ
っ
て
、

過
去
の
大
望
の
歴
史
研
究
叉
は
敏
育
が
如
何
に
秘
話
で
あ
っ
た
か

は
、
r
多
雪
の
事
實
が
之
を
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
ハ
！
ヴ
3
ー
ド

の
甲
演
ご
、
鴇
〉
舞
暮
、
ミ
シ
ガ
ン
（
後
に
コ
ー
ネ
ル
大
疑
総
長
〉
の

　
　
　
　
　
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

〉
’
H
）
・
三
ユ
3
、
ジ
ψ
ン
ス
ゆ
ホ
プ
キ
ン
ス
の
罫
切
・
〉
α
弩
あ
は
、

斯
か
る
寡
園
丁
の
中
か
ら
立
ち
上
っ
て
「
科
塁
塾
派
」
の
第
一
世

‘
代
を
創
り
上
げ
た
先
達
で
あ
っ
た
と
言
へ
る
の
で
あ
る
偽
彼
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

活
躍
が
い
か
に
目
ぎ
、
し
か
つ
ズ
煮
、
馨
が
異
・
同
意
翼

生
蓮
は
最
早
敏
へ
を
求
め
て
二
宮
に
行
く
必
要
は
な
い
」
と
窩
信

た
つ
審
り
に
語
っ
て
み
る
と
こ
ろ
に
塔
τ
知
ら
れ
る
が
、
、
彼
等

の
膝
下
に
集
っ
た
學
四
達
の
中
か
ら
も
科
學
學
派
し
の
大
立
物
が

輩
出
し
仁
事
實
鳳
、
㍗
何
よ
写
も
之
を
雄
辮
に
物
語
み
も
の
で
あ

る
つ

　
諸
9
蔓
》
号
ヨ
妙
茎
〉
．
鍬
囲
貯
葺
醤
（
岡
’
垂
目
Ω
μ
鴛
図
誉
σ
々
↓

．
第
三
＋
酬
巻
p
藝
晶
藍
建
　
四
七
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ダ
ム
ス
の
女
學
約
一
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と
先
生
チ
ア

　
　
晶
ン
グ
の
精
緻
な
る
學
識
と
を
赫
卵
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し
た
帯
嘱
近
に
於
け
る
斯
英
州

　
　
　
　
　
ほ
　
　
　
　
　
　
　

　
　
聯
者
屠
の
傳
統
の
代
表
嚢
と
し
て
馳
自
判
が
山
荷
い
。

．
か
．
く
し
て
、
彼
等
を
直
接
。
聞
接
の
先
生
ど
し
て
、
歴
史
を
徹

底
的
に
馨
親
性
に
於
て
　
　
．
激
界
槻
を
排
し
て
ま
で
も
客
槻
的
に

’、

ｨ
．
へ
ん
乏
．
す
る
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科
黎
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派
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幾
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肝

　
　
　
鳶
、
〉
「
謎
μ
O
『
・
、
ピ
一
腕
O
●
、
、

（
購
羅
認
識
繕
難
繕
．
♂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
ア
ズ
男
轟
に
於
け
ゑ
科
爆
汲
に
つ
い
て
瓠
、

　
「
科
鰍
甲
醒
窄
派
」
勃
餓
一
調
謁
岡
の
ア
メ
ヨ
カ
巾
夏
物
は
、
之
p
を
二
期
的
叉
「

ば
三
期
起
続
擁
す
る
こ
と
を
許
ざ
れ
や
う
宏
も
、
決
し
で
、
暴
」

と
し
て
穿
う
る
も
の
で
な
な
か
つ
π
。
曾
で
そ
れ
は
功
梨
義

．
の
道
具
、
で
あ
る
か
、
憂
國
隙
桐
榊
の
極
端
な
生
恥
で
あ
る
か
馬
丈
農
・

の
分
枝
函
、
．
あ
る
か
等
々
の
い
つ
れ
か
で
あ
っ
て
、
「
米
國
輿
の
父
し

．
と
言
は
れ
る
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
ビ
於
で
す
ら
，
、
無
批
判
的
性
質
、
経

濟
的
要
麟
の
無
覗
が
見
ら
れ
、
ギ
ゾ
ー
に
嘗
は
す
な
ぢ
ば
、
、
仲
「
射

、
竃
ヨ
◇
n
遍
陣
5
言
、
、
、
で
あ
り
、
．
オ
ス
グ
ッ
ド
敏
授
を
し
て
（
、
署
、
c
鴇
。
苧

仲
ぎ
競
僧
零
。
葺
畠
、
、
と
呼
ば
し
む
る
．
も
の
が
あ
っ
．
た
。
つ
科
墨
墨
派
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ

が
斯
か
る
欠
脇
の
克
服
と
し
て
純
粋
に
馨
槻
的
な
簾
更
を
書
か
ん

と
し
ラ
ン
ケ
に
其
の
方
法
劇
的
規
範
を
求
め
た
こ
と
は
故
な
b
と
、

し
な
い
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
史
羅
の
現
代
的
獲
達
は
先
づ
大
學

に
於
け
る
技
術
的
充
實
か
ら
繊
零
し
兎
の
．
で
あ
っ
た
9
そ
の
方

向
に
於
て
幾
多
の
細
流
が
あ
る
に
し
て
も
、
夫
王
，
は
い
つ
れ
ざ
客
．

槻
性
を
騰
條
と
す
る
黙
に
於
て
一
致
す
る
も
の
が
あ
る
。
か
へ
る

客
親
牲
の
叢
張
こ
そ
ば
共
の
後
の
歴
史
研
究
に
一
貫
し
で
流
れ
未

來
に
於
て
な
集
久
に
弧
響
ら
れ
綴
け
る
懸
子
あ
ら
・
・
。

ら
科
三
三
派
」
は
其
の
限
噸
に
於
τ
ア
メ
リ
カ
史
學
窟
不
朽
の
地

　
　
　
　
　
　
比
翼
＋
一
．
巻
　
第
【
干
懸
號
　
奴
九

（49）



　
　
　
　
ア
メ
リ
」
力
史
曇
に
於
け
ろ
「
科
雛
愛
撫
に
つ
い
て
」

歩
を
占
め
お
ど
　
蓄
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
．
此
等
の
細
流
の

中
か
ら
、
．
ア
メ
リ
功
史
は
ア
メ
リ
カ
的
皇
軍
に
曾
て
即
ち
ア
メ
リ

カ
習
讐
易
し
書
き
警
れ
書
な
ら
遷
い
詮
寒
意
欲

を
以
て
立
ψ
サ
上
っ
た
風
以
も
際
立
つ
た
存
在
こ
そ
、
F
。
～
・
タ
ー
ナ

ー
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
び
ロ
ー
ズ
が
個
性
の
描
爲
に

妙
を
律
、
H
・
ア
ダ
ム
ス
が
制
度
史
の
研
究
に
蒔
期
を
劃
さ
う

と
も
、
或
は
か
の
チ
ァ
、
一
プ
ン
グ
が
祉
會
的
。
心
理
的
愛
化
を
張
凹
し

や
う
と
も
、
　
前
二
者
に
調
て
は
維
遷
喬
傾
倒
が
輕
観
さ
れ
、
チ
ァ
ユ

ン
グ
に
於
て
す
ら
共
の
強
調
す
る
五
爵
的
諸
語
が
必
ず
し
も
政
治

的
彊
展
に
結
び
．
ウ
け
ら
れ
す
、
肚
會
的
。
心
理
的
荷
下
の
重
観
の

．
主
張
が
必
ず
し
も
彼
の
叙
述
の
中
に
實
践
化
さ
れ
｛
み
な
い
、
と

は
屡
々
史
家
の
指
摘
す
る
庭
で
あ
る
。
「
ブ
ー
ド
ミ
が
適
切
に
も
結

漸
し
た
知
ぐ
、
ア
メ
リ
カ
が
先
づ
傭
聯
奏
的
雁
命
呂
で
あ
サ
第
二
・
次
的

・
に
忌
み
ネ
ー
シ
ジ
で
あ
る
な
ら
ば
、
タ
ー
ナ
ー
に
於
け
る
祉
會
的

要
囚
、
特
に
地
理
的
千
言
の
強
調
は
、
．
ア
ズ
リ
功
史
の
根
抵
セ
突

く
最
も
有
力
な
手
懸
り
の
｝
つ
で
あ
ら
う
。
後
に
「
科
學
學
派
」

の
黒
黒
世
代
に
於
て
墜
倒
的
と
な
る
、
コ
職
會
學
派
」
が
察
…
醐
性
，
・

耽
’
曾
維
濟
姓
を
プ
メ
リ
カ
史
把
握
の
鍵
と
し
騨
て
る
る
事
實
に
理
る

　
　
　
　
　
　
箪
三
十
一
巷
　
錦
三
。
四
雛
　
　
鉦
○

な
ら
ば
、
タ
ー
ナ
ー
の
有
つ
餌
色
性
葱
建
議
す
る
こ
と
藤
壷
來
な

い
の
で
あ
る
、
儲
る
細
頚
に
於
て
、
タ
ー
ナ
ー
乙
そ
ば
現
代
に
於

け
る
魔
侮
學
派
の
先
立
的
存
在
で
あ
っ
た
と
晋
は
な
障
れ
ゆ
な
ち

な
い
。
此
の
意
味
．
に
於
て
、
タ
！
ナ
！
一
入
を
取
う
王
げ
で
論
ず

る
こ
と
も
決
し
．
て
無
意
義
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
ダ
ー
ナ
ー
が
討
滅
的
に
硫
長
し
つ
、
あ
っ
た
時
、
當
時
の
史
家

蓬
の
詐
聴
味
は
未
だ
大
酒
洋
岸
に
集
申
さ
れ
て
み
た
。
r
中
に
は
申
。

西
部
地
方
に
眼
を
向
け
る
史
家
も
な
，
い
で
は
な
か
っ
た
が
，
そ
の

．
取
扱
ひ
は
極
め
て
．
蘭
越
で
あ
る
か
叉
は
そ
れ
と
、
束
郡
と
の
關
係
に

．
つ
い
て
．
は
殆
ん
ど
理
解
力
を
示
さ
な
か
っ
た
。
云
は
メ
當
時
の
米

國
奥
は
擬
大
惑
れ
た
新
英
州
史
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
こ

の
頃
か
ら
少
、
数
の
史
家
ぱ
酋
部
に
藩
国
し
づ
、
あ
っ
た
。
プ
ラ
イ
・

．ス

ﾍ
勿
論
」
．
ネ
↓
ジ
誌
の
主
筆
ゴ
。
ド
㌻
、
或
は
．
か
の
マ
・

ク
マ
ー
λ
ク
ー
は
そ
れ
で
み
る
。
、
從
つ
で
、
r
ア
メ
ザ
カ
史
に
於
け

一
る
地
理
的
要
言
を
弧
調
し
九
鼎
は
タ
］
ナ
レ
を
以
て
門
訴
と
す
る

の
で
は
な
い
。
併
し
乍
ら
、
、
彼
が
名
論
丈
を
公
讃
す
る
ま
で
、
は
フ

直
》
テ
ィ
ア
に
籍
す
る
曙
確
な
表
現
は
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
煮
。
今
こ
、
で
タ
ー
ナ
ー
論
に
燭
学
説
す
る
徐
裕
は
．
な
い
が
、
師

（昌0）



K
。
B
。
ア
ダ
ム
ス
の
ド
イ
ツ
的
理
論
の
適
肘
に
不
滞
で
あ
っ
た
彼

は
、
米
山
的
環
境
に
よ
る
米
秘
史
把
握
を
主
張
し
た
の
で
あ
う

て
レ
洵
に
ヲ
・
リ
蔓
諾
し
て
・
ゴ
・
。
パ
斎
と
騎
芒

む
る
に
七
つ
忙
特
殊
な
要
図
」
の
究
明
ご
そ
ク
｝
ナ
ー
の
根
本
附

題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
臼
彼
の
下
作
は
「
本
質
附
に
叙
評
附
、
解

繹
的
」
で
あ
り
、
、
披
に
包
括
鮒
な
歴
庚
叙
蓮
を
求
め
て
も
無
駄
で

あ
っ
忙
。
併
し
乍
ら
、
彼
の
見
解
は
潟
著
に
氷
を
與
ふ
る
如
や
、
「

タ
ー
ナ
ー
學
派
」
を
確
立
せ
も
む
る
’
鷲
至
っ
た
の
で
あ
る
。
　
ヵ
・

O
●
↓
び
零
鼻
♪
津
①
∫
Ω
毛
・
＞
7
内
ヂ
乙
u
》
一
，
二
三
）
曽
匡
寓
費
乙
㊦
駐
（
）
ジ
ω
．

ド
ゆ
蓉
ぎ
弓
ρ
国
．
n
継
漆
、
℃
H
♂
ρ
＝
8
言
触
或
は
搾
ダ
℃
帥
亭

。，

O
等
は
其
の
代
表
者
で
あ
お
。

　
而
ち
ば
、
今
田
、
タ
ー
ナ
ー
詮
に
満
し
て
如
何
な
る
批
判
が
仰

け
ら
れ
て
る
る
で
あ
ら
う
か
。
小
稿
に
於
で
之
を
取
り
上
げ
る
こ

と
は
不
常
で
あ
る
が
、
米
心
皮
研
究
者
に
と
つ
で
之
は
不
可
次
な

難
題
で
あ
る
が
故
に
、
’
そ
の
一
端
の
み
を
極
く
論
説
に
一
瞥
し
た

い
と
思
ふ
の
で
あ
乃
。

　
タ
ユ
ナ
ー
鳳
フ
ゴ
ン
テ
ィ
ァ
論
を
興
野
せ
し
め
る
に
當
っ
て
、

直
言
な
ら
す
自
問
し
外
書
人
達
紅
も
共
の
可
否
を
訊
し
．
た
。
だ

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
更
雛
に
於
け
る
「
麟
學
難
漱
に
つ
い
て
」

が
、
チ
γ
ニ
ン
グ
が
其
の
’
債
値
を
疑
問
親
し
た
以
外
歳
は
㍉
殆
ん

ど
有
力
な
反
駁
論
は
韻
す
、
乏
れ
は
恰
も
亡
魂
王
ρ
一
罪
理
の
如

く
薫
取
耀
は
れ
≠
。
冒
し
乍
ら
、
比
較
桐
最
近
に
な
つ
で
．
騰

な
乃
反
駁
論
が
彼
の
見
解
に
憂
し
て
下
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
例
へ

ば
、
ハ
レ
ヴ
ァ
ー
ド
の
顕
司
・
≦
訟
較
三
の
論
曽
（
一
九
三
一
露
華

「
イ
x
ー
ル
評
論
」
に
掲
戴
）
に
從
ふ
と
、
福
野
の
機
業
を
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
か
ら
解
逸
す
る
こ
と
の
明
ら
か
な
欠
陥
鳳
、
ア
メ
リ
カ
民

主
々
義
の
成
長
が
笹
葉
文
明
全
豹
の
進
歩
め
画
端
で
あ
る
乏
い
ふ

幅
下
を
無
号
す
る
鮎
に
在
る
。
合
衆
國
に
於
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
イ

．
の
興
隆
を
塗
歪
常
っ
て
適
婁
酢
霧
と
穿
蕩
は
、
ア

メ
リ
カ
O
画
部
で
な
な
く
て
ヨ
ゴ
ロ
ッ
パ
的
背
景
で
あ
る
。
〆
ヨ
」
・

戯
パ
か
ら
の
移
住
単
射
に
よ
っ
て
癬
ら
さ
れ
た
思
想
や
霧
慣
は
断

し
い
土
地
の
歴
隻
を
創
る
上
に
ウ
ロ
ン
テ
ィ
ア
よ
噸
も
遙
か
に
重

要
で
あ
る
。
を
し
で
、
ジ
ァ
ク
ソ
ン
の
在
侵
申
激
動
閥
が
西
洋
世

界
到
る
虞
に
於
け
る
群
民
と
不
安
乏
の
時
期
で
あ
b
t
こ
と
は
記

憶
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
巨
三
曾
a
、
鳥
。
更
醇
9
団
よ
り

も
・
。
。
芭
岱
§
。
鼠
q
．
を
強
調
せ
ね
ぜ
な
ら
ぬ
理
由
は
、
ラ
・
ン

テ
ィ
ァ
の
幻
滅
乏
い
ふ
事
實
よ
り
も
ヨ
§
喜
6
武
や
。
…
＜
讐
N
ρ
俸
ゆ
§
．

　
　
　
　
　
細
心
＋
網
巻
ド
較
量
・
照
號
　
菰
一
、

（51）



　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
災
雄
紅
於
閉
る
霧
縢
雛
汲
に
つ
い
三

な
み
も
の
喰
架
る
の
で
あ
る
、
と
。
更
に
他
の
・
反
畷
は
凸
　
凶
囁
八
九

〇
年
に
於
け
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
撃
滅
慧
重
要
な
意
義
を
有
し
な

い
隅
蓋
し
、
未
だ
移
佳
し
う
る
廣
縦
な
瓶
積
が
寄
敷
さ
れ
て
る
た
か

ち
で
あ
乃
、
旨
を
主
張
し
」
て
る
る
。
或
は
～
叉
、
曾
て
東
部
の
不
導

者
達
の
安
金
獅
で
あ
っ
た
土
地
は
殆
ん
ど
彼
等
の
手
に
麟
さ
す
、

投
機
師
と
讐
業
者
の
所
麿
師
し
を
と
、
ヴ
・
シ
電
ア
地
帯

は
共
の
隣
地
に
往
ん
で
み
る
農
夫
の
定
住
す
る
虞
と
な
っ
た
の
で

あ
っ
て
、
都
市
の
失
業
者
に
よ
つ
で
暖
は
な
い
、
．
五
っ
て
彼
等
は

往
々
駕
し
て
西
部
へ
行
く
代
り
に
盤
計
の
た
訪
國
外
に
州
た
の
で

激
つ
た
こ
と
、
を
以
て
タ
r
グ
レ
論
に
気
欝
な
反
駁
を
下
す
著
も

あ
る
の
で
あ
る
。

　
併
し
乍
ら
、
た
と
ひ
タ
ー
ナ
ト
が
デ
モ
ク
テ
シ
イ
を
促
進
さ
せ

畠
右
契
機
と
し
・
て
フ
ロ
ン
、
テ
ィ
ア
の
役
割
を
過
大
親
し
仁
に
し
て
も
、

西
漸
蓬
動
は
ア
メ
リ
カ
史
の
コ
！
入
に
深
い
影
響
を
輿
ヘ
ア
メ
リ

一
力
的
特
性
を
形
波
す
る
重
要
素
で
あ
っ
光
と
い
ふ
彼
の
一
般
論

は
㍉
今
冊
に
於
て
な
ほ
眞
理
で
あ
る
。
そ
ル
て
、
時
と
し
て
彼
の

弟
蓬
が
師
の
見
解
姦
端
に
内
感
し
窄
め
る
・
芝
は
あ
っ
た

に
し
て
も
、
、
概
し
て
彼
等
．
は
稔
b
多
き
戒
果
を
あ
げ
て
み
る
の
で

　
　
　
　
　
婆
諜
主
巻
鎮
室
転
偲
盤
　
五
二

あ
っ
τ
、
タ
ー
．
ナ
r
皐
派
鳳
「
線
の
三
業
樹
」
の
如
く
ア
メ
リ
カ

史
學
界
に
照
レ
は
え
た
の
で
あ
っ
た
。
が
、
る
、
ア
メ
リ
カ
史
に

於
て
特
有
な
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
性
格
の
，
強
調
こ
そ
、
「
尊
墨
豊
・
派
」
め

第
二
世
代
、
・
ア
メ
リ
カ
史
學
の
青
年
期
を
招
來
す
る
契
機
を
な
し

た
と
同
時
に
共
の
先
鷹
で
あ
っ
だ
こ
と
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

　
之
勧
要
す
惹
に
、
タ
L
ナ
ー
藥
派
は
ブ
メ
リ
憂
欝
の
磯
展
を
地

・
理
的
條
件
に
於
て
捉
へ
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
其
の
限
り
に

猛
て
は
、
九
と
ひ
そ
れ
が
7
メ
リ
ヵ
の
磯
展
に
極
め
て
特
微
的
で

あ
る
形
而
下
性
に
着
目
し
九
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
未
だ
素
朴
の

域
を
脱
せ
ぬ
こ
と
ば
争
ふ
こ
と
が
出
來
な
い
ゆ
事
實
、
彼
等
は
耽

命
的
諸
力
の
影
響
を
重
観
し
つ
・
召
「
経
済
的
歴
史
画
縄
」
な
る
…
言

葉
を
遜
け
お
砂
で
あ
っ
た
。
大
鞘
Ψ
に
於
て
、
彼
等
砿
、
ア
メ
リ
カ

旋
に
於
け
惹
産
業
資
本
主
義
と
賃
金
棚
度
と
の
役
鰯
ζ
は
殆
ん
ど

遊
心
を
彿
は
¢
か
っ
た
。
彼
等
艀
潜
日
レ
た
ラ
・
ジ
カ
ル
な
要
撃

を
更
に
押
％
進
め
て
ア
。
リ
カ
史
に
肚
會
學
的
、
維
済
的
疏
析
を

適
用
し
始
あ
る
の
ぼ
、
第
茨
大
議
論
、
即
ち
「
科
學
撃
派
」
の

第
二
燈
代
に
至
づ
て
ゴ
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
が
第
一
義
的
に
維
濟
的

寒
雲
で
、
あ
る
な
ち
ば
」
地
理
葡
孤
露
が
嗣
じ
《
此
の
範
聡
、
の
中
の

（　t）2　）



よ
レ
進
め
ら
れ
た
段
階
、
胱
学
業
的
雪
避
的
に
愛
息
ま
で
獲
越
す
へ

べ
き
は
凝
然
で
あ
ら
う
。
ネ
ヴ
・
ン
ス
が
「
恰
も
世
界
大
戦
の
前
後

．
に
新
史
學
の
漸
流
が
現
は
れ
、
過
度
に
陥
っ
た
ス
ペ
シ
7
リ
ゼ
イ
シ

ジ
（
科
筆
紙
の
現
必
然
的
蓮
命
）
な
髪
を
激
，
隻
．
、
、
、

ス
を
輿
へ
た
」
と
言
っ
て
、
一
つ
を
傳
記
の
分
野
に
於
け
る
活
動
、

他
を
就
會
學
派
の
活
躍
と
し
て
み
る
の
は
故
な
き
で
は
な
い
。
か

く
し
て
、
廿
世
紀
も
初
年
期
を
過
ぎ
て
か
ら
、
「
園
丁
學
派
」
は
そ

の
長
短
の
い
つ
れ
・
⑥
を
第
｝
一
世
代
へ
乏
遺
面
し
り
潔
き
翫
代
の
人

逮
醤
び
譲
る
砂
で
あ
る
。
「
そ
の
長
所
と
ば
、
あ
く
ま
で
純
客

槻
的
に
歴
災
を
探
求
せ
ん
と
す
る
極
め
て
冷
纈
…
な
桜
新
的
霧
法
で

あ
レ
、
・
そ
の
短
稚
と
は
屯
長
研
の
反
面
と
し
て
生
す
る
世
界
観
の

欠
除
（
叉
ば
．
否
定
）
で
あ
ε
。
．
當
立
派
の
特
色
と
す
る
ス
ペ
シ
ァ
リ

ゼ
イ
ツ
噌
ン
の
旺
盗
は
、
協
同
碧
質
入
の
方
絢
を
決
定
す
る
と
共
．

に
又
こ
れ
紅
樹
は
ざ
惹
を
え
な
い
蓬
命
を
捲
ふ
も
の
で
あ
る
。
ハ

」
の
・
、
≧
9
§
、
憂
喜
、
、
、
ジ
」
ソ
ン
の
、
、
Ω
き
詮
象
、

瞬
ぐ
は
シ
盟
レ
ジ
ン
ガ
ー
等
の
、
、
》
き
H
ざ
碧
罪
な
、
、
が
如
釘
に
、

見
事
で
あ
ち
う
と
も
、
夫
等
ば
チ
ァ
出
、
シ
グ
の
も
の
し
た
大
門
に

比
し
て
、
ヴ
葦
葺
イ
の
書
割
蓮
鷲
浜
面
と
を
加
減
し
い
憎
し

　
　
　
　
　
ア
メ
リ
功
史
樫
に
於
け
駕
科
峰
學
派
に
つ
い
芝
．
・

郊
如
何
ほ
ど
の
プ
ラ
ス
が
あ
る
で
あ
ら
う
か
．
．
北
ハ
の
、
侵
所
の
故
に

却
、
つ
τ
偶
久
に
よ
る
猫
創
性
の
あ
る
連
雀
物
の
實
現
不
可
能
の
傾

向
、
『
行
爲
と
レ
．
て
の
歴
史
」
槻
の
隠
窓
を
招
く
懸
れ
の
あ
る
ご
と

は
霧
過
し
得
な
い
。
凡
そ
播
更
碧
作
な
㎡
心
も
の
、
大
牟
は
｝
つ
の

解
澤
學
的
性
格
を
有
す
る
。
．
零
図
解
灘
を
強
調
す
る
程
度
に
差
が

あ
容
に
す
ぎ
な
ひ
b
初
期
の
史
家
達
の
紳
學
的
解
鐸
、
バ
ン
ク
ロ
ラ

ト
ゐ
パ
ー
グ
ヤ
ン
に
於
け
る
自
由
を
愛
計
る
人
民
ま
傅
統
巣
義
者

と
の
闘
争
の
灘
論
、
そ
し
、
て
「
科
簗
學
派
」
に
於
て
は
一
そ
こ
で

は
解
鐸
は
タ
、
之
／
と
き
れ
た
。
だ
が
彼
等
ば
蓋
世
、
政
治
改
革
が

導
く
論
理
的
結
果
は
言
論
國
家
で
あ
る
と
い
ふ
理
論
を
押
し
進
め

た
の
で
あ
る
。
背
世
紀
の
十
年
代
に
於
て
、
薄
記
物
の
隆
盛
を
見
、

叉
、
ア
メ
ザ
カ
史
は
ア
メ
リ
カ
的
要
撃
に
於
て
捉
へ
遜
る
べ
し
と

し
（
既
に
其
虞
に
は
歴
史
に
無
げ
る
主
観
性
の
琵
認
が
見
ら
れ
る
）

其
の
故
に
靴
’
劇
論
潜
的
親
鮎
を
最
も
重
属
す
ろ
皮
家
の
出
蒼
し
鷺
・

ご
と
は
、
今
や
ア
メ
リ
カ
史
畢
が
充
分
な
る
樹
錐
の
域
に
達
し
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
ゆ
「
科
學
學
派
」
の
第
二
世
代
が
歴
堕
研

究
仁
於
け
る
技
衛
的
二
言
を
濫
等
し
誓
蔓
世
代
の
右
蒙

が
つ
起
（
寧
ろ
否
定
し
た
）
「
世
界
槻
」
を
鼠
肥
し
血
合
禽
身
に

　
　
　
　
　
　
蜘
灘
＋
轡
巷
　
第
三
・
閥
號
　
、
、
飯
三

（53）



　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
史
學
に
於
け
る
「
科
學
蹴
派
に
つ
い
て
」

鋤
し
て
濃
疑
㌧
反
省
す
ゐ
段
階
に
達
し
た
こ
ま
は
、
明
ら
．
か
に
既

の
黎
派
の
成
人
で
あ
り
、
現
代
ア
メ
リ
カ
礎
…
學
の
充
分
な
意
味
で

の
髪
長
で
あ
っ
江
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
荒
虞
に
吾
々
は
、
、
轡

方
に
於
て
融
脅
學
的
立
場
を
主
張
し
他
方
に
於
て
一
實
は
爾
蔚

蔵
「
で
あ
る
が
f
「
僑
の
行
爲
乏
し
て
の
継
史
ト
を
大
聾
す
乃

チ
ァ
ー
ル
ズ
。
ビ
、
ア
ー
ド
一
章
の
ア
メ
ー
3
力
史
鳳
｝
に
於
け
る
地
位
を

理
解
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
入
今
田
ビ
ア
ー
ド
ば

ア
メ
リ
カ
の
雛
界
及
び
大
衆
の
開
に
極
め
・
て
著
名
で
あ
る
。
共

の
こ
と
は
必
ず
し
も
彼
が
大
家
忙
る
こ
と
を
意
味
し
馨
い
。
勿
論

そ
れ
も
あ
ら
う
が
一
つ
に
は
彼
が
撒
銭
書
の
作
成
奢
、
史
料
の
公

二
三
、
三
災
に
は
「
問
題
提
起
的
史
家
」
で
あ
る
ご
ど
に
原
因
す
る

や
う
に
思
は
れ
る
。
、
彼
の
著
名
な
姉
妹
篇
、
、
論
、
｝
6
貯
＄
竃
窯
窄

蔓
ぎ
巴
蜜
8
さ
の
搾
∴
一
捻
《
、
、
＼
、
巨
6
0
需
臥
ご
3
「
㌶
寓
。
一
ゴ
。
「
ぢ

鍵
、
、
を
紹
介
し
た
デ
ネ
ッ
ト
と
べ
ミ
ス
の
二
人
の
有
名
な
外
交
史

家
が
一
様
に
「
ア
メ
リ
カ
の
思
想
家
に
し
て
ビ
ア
ー
ド
の
論
に
悉

も
賛
成
ず
る
人
は
殆
ど
な
い
で
あ
ら
う
、
併
し
叉
、
彼
の
論
の
す

べ
て
を
排
斥
す
る
入
も
な
い
で
あ
ら
う
」
賢
を
表
明
し
て
み
る
こ

を
獄
、
糊
題
提
出
者
と
し
て
の
彼
を
端
的
に
示
し
て
み
る
と
思
は

　
　
　
　
　
「
勢
蕉
牽
一
巻
　
第
認
…
・
四
號
　
、
二
四

れ
る
の
で
あ
る
）
。

　
畠
ビ
ァ
ー
ド
の
敏
師
の
一
入
オ
ス
ズ
ヅ
r
教
授
は
曾
て
次
の
如
く

言
つ
、
て
み
る
、
・
「
吾
々
の
時
代
の
入
蓮
は
憲
法
上
・
捌
度
上
の
大
論

齢
の
眞
只
串
に
歳
長
し
た
、
從
っ
て
否
々
の
輿
唾
は
湖
群
言
の
方

面
に
向
け
ら
塾
お
で
あ
っ
た
、
．
今
や
深
刻
な
維
前
上
の
謂
懇

が
持
ち
上
っ
た
、
若
き
世
代
の
人
々
ぱ
歴
史
の
経
濟
騎
手
請
酒
に

、
關
す
る
研
究
に
渡
頭
す
る
で
あ
ち
う
」
と
。
　
一
九
一
三
年
に
ビ
ア

ー
ド
が
「
憲
法
の
経
濟
的
日
解
彊
」
を
驚
け
に
し
九
時
、
そ
れ
は

「
大
學
の
安
ら
か
な
灘
け
さ
の
中
に
砲
腿
を
打
込
ん
だ
も
の
」
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
距

つ
ね
。
憲
法
の
如
き
綴
難
問
題
と
は
恐
ら
く
縁
遠
い
と
思
は
れ
お

も
の
＼
中
に
内
的
な
経
濟
的
動
機
の
潜
ん
で
み
る
こ
と
を
一
つ
の

　
も
　
　
　
も
解
．
鐸
と
し
て
提
出
し
た
．
彼
の
書
物
が
、
忽
あ
に
し
て
終
否
前
論
の

嵐
に
捲
き
込
ま
れ
た
こ
ど
は
惣
像
に
難
く
な
い
α
勿
論
、
當
時
に

於
て
憲
法
の
経
濟
的
要
閃
に
蒲
乱
す
る
人
は
あ
っ
た
。
併
し
、
史

學
者
に
し
て
細
心
な
る
史
料
の
黒
蜜
と
詳
細
な
る
分
析
と
に
よ
つ

「
て
、
而
も
曾
て
ク
ー
ナ
！
が
か
の
講
演
に
於
て
な
レ
忙
如
く
、
今

度
ば
書
物
を
通
じ
て
、
か
く
も
激
烈
に
敢
然
と
し
て
ア
メ
リ
カ
史

、
黎
界
忙
｛
つ
の
問
題
を
提
録
し
t
入
絃
、
　
一
九
μ
三
年
の
彼
を
以
、

（5美）



で
始
ま
る
の
で
あ
る
。
而
も
そ
れ
が
一
解
羅
と
し
て
示
さ
れ
、
更

に
そ
れ
が
維
濟
的
要
録
の
強
、
調
と
結
合
せ
ち
れ
て
る
る
こ
と
は
、
．
r

彼
が
「
科
學
黎
派
」
⑳
申
か
ら
成
長
し
乍
ら
敢
て
之
に
挑
戦
す
る

姿
を
示
す
も
の
で
か
の
る
。
、
そ
れ
は
ビ
ア
ー
ド
個
人
に
代
表
さ
れ
た

現
代
ア
メ
リ
カ
．
課
業
の
域
長
の
窮
力
な
一
つ
の
糾
び
で
あ
る
で
あ

ら
う
。
葡
ら
ば
、
ビ
ア
ー
ド
が
父
磁
へ
の
挑
戦
の
道
其
と
し
た
も

の
は
何
で
あ
っ
た
か
。
る
れ
は
箪
看
が
屡
々
指
摘
し
た
如
く
、
、
’
第

一
琶
代
h
科
學
學
派
し
に
於
け
る
「
純
歴
史
」
の
陰
張
の
放
棄
、

．
即
ち
「
信
の
行
管
乏
し
て
の
歴
史
」
　
　
．
、
世
界
ば
8
幕
。
瓜
く
聾

（
す
き
6
露
都
の
方
向
に
動
“
て
る
る
と
い
ふ
彼
自
身
の
h
信
」
か

ら
行
潤
せ
ら
れ
る
歴
史
に
於
け
る
肚
脅
學
的
。
維
済
的
要
因
の
重

r
覗
、
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
…
訟
…
二
年
ゆ
ル
バ
ナ
に
開
描
欝
さ
れ
t
ア
メ
リ
カ
皮
壌
鯉
口
の
席

ト
…
、
ピ
ア
ー
ざ
三
口
長
は
、
、
～
～
．
甑
零
㊦
嵩
＝
切
陣
。
蔓
鱒
届
釜
】
〃
。
け
o
h

μ㌔

z
二
口
、
、
な
る
有
名
な
講
演
を
試
み
t
。
．

　
　
史
料
を
撰
偉
し
秩
序
立
て
る
上
に
寝
て
史
家
の
．
細
人
的
偏

　
見
価
鮭
嘉
肴
。
維
濟
上
の
維
験
砿
決
掩
的
な
役
割
を
演
ず
る
。

　
簾
史
を
書
ぐ
行
爲
そ
の
も
の
に
於
て
歴
奥
家
は
信
の
行
爲
（
箸

　
　
　
　
ナ
言
力
史
離
に
於
け
ゑ
科
雛
畢
派
．
に
ワ
い
て
し

　
9
転
記
蔓
ご
を
途
行
ず
る
の
で
あ
る
G
が
く
し
て
彼
は
公
的
．

　
問
題
を
取
扱
ふ
政
溶
家
の
立
場
に
．
潜
る
ゆ
帥
ち
書
ぐ
こ
と
に
於

　
て
行
嬉
し
、
行
落
す
畜
こ
と
に
湿
て
事
物
の
性
質
t
つ
い
て
の

　
意
想
に
禰
し
種
々
の
選
擁
を
お
こ
な
ふ
の
で
あ
冶
。
彼
の
儒
は

　
根
砥
に
於
て
は
眞
實
な
乃
も
の
は
訳
義
の
讃
唱
を
廻
っ
て
知
ら

　
れ
る
と
い
ふ
餐
念
で
あ
り
、
彼
の
信
念
は
主
槻
的
な
る
決
建
で

　
、
あ
っ
τ
純
粋
に
客
親
的
な
欝
欝
で
は
な
」
い
の
．
で
あ
る
。
謄
史
家

　
は
科
墜
的
方
法
を
用
ひ
綾
け
ね
ば
な
ら
ぬ
ハ
、
併
し
、
る
の
限
界

　
は
容
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
過
去
を
悉
く

　
完
全
起
再
現
す
乃
如
き
謄
史
の
科
學
な
確
立
さ
れ
義
戯
か
ら
で

　
あ
る
。
今
際
の
歴
史
家
の
課
題
ば
現
代
的
思
葱
へ
．
の
彼
爵
身
の

　
關
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
乏
で
あ
る
。
そ
し
て
譜
代
の
趨
勢
を

　
賢
愚
こ
と
こ
ξ
彼
の
任
務
な
の
で
あ
る
。

’
醗
に
一
九
二
衰
年
に
暗
の
會
長
ロ
ビ
ン
ソ
ン
も
新
典
物
の
餌
現

噂
を
要
望
し
て
み
る
㎏
か
く
．
の
如
く
、
嵐
己
の
叢
り
來
た
っ
た
避
を

働
嘉
し
懐
疑
し
、
妄
擁
を
紳
ば
b
て
よ
う
深
ま
ら
ん
と
す
る
「
科

離
薫
掛
」
の
第
一
・
一
世
代
は
、
文
字
通
り
ア
メ
リ
カ
史
撃
の
威
長

を
、
・
從
っ
て
亦
ア
メ
ゆ
力
國
民
「
の
域
入
を
物
語
る
も
の
で
あ
ら
、

　
　
　
　
　
、
蘂
耐
熱
一
巻
．
襲
　
　
西
號
　
気
魂

（りり）



　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
典
雌
に
於
け
る
「
科
雛
學
汲
に
つ
い
て
」

．
り
。
憎
九
二
七
年
に
バ
公
州
判
さ
れ
た
シ
・
ー
グ
フ
r
サ
雪
ド
ー
の
ド
名
著
が
ヘ

ミ
ン
グ
に
よ
．
つ
て
、
、
跨
学
費
陣
3
∩
◎
旨
窃
。
暁
〉
鷺
、
、
と
し
て
英
課

さ
れ
た
こ
と
は
、
　
極
め
て
深
い
意
味
が
あ
る
で
あ
ら
う
℃
　
即
ち
、

「
現
代
け
舎
衆
國
」
ば
、
「
域
年
に
達
し
た
ア
メ
リ
か
」
な
の
で
あ

っ
た
。
　
そ
れ
は
痴
者
た
る
　
、
…
英
霊
人
の
…
ア
メ
リ
カ
測
獅
…
を
示

す
よ
し
も
、
・
ぎ
う
深
く
ア
メ
リ
カ
の
．
雁
輿
的
現
窪
を
表
領
し
．
江

、
も
の
と
言
へ
る
で
あ
ら
う
。
・
あ
く
ま
で
科
羅
性
を
有
ぢ
つ
、
な
ほ

主
親
姓
を
自
発
す
惹
こ
と
、
．
そ
れ
は
心
嚢
に
於
て
オ
ス
グ
ッ
ギ
、
一

．
チ
ァ
ニ
ン
、
グ
等
を
超
え
て
斗
却
っ
て
彼
等
が
克
服
し
た
バ
ン
ク
降

フ
ド
、
プ
か
ス
コ
ッ
ト
、
パ
ユ
ク
マ
ン
仁
一
暦
近
づ
く
こ
と
で
あ

る
。
数
年
前
置
課
せ
ら
れ
た
ア
ダ
ム
ス
の
、
、
鴬
）
8
0
h
≧
ぎ
誉
筏
、

の
如
き
は
、
鼻
湊
然
と
で
は
あ
る
が
曾
て
の
丈
學
的
忍
男
の
得
た
ボ

．
ゼ
・
翫
ラ
サ
テ
ィ
を
取
レ
か
へ
し
た
と
晶
…
面
は
轟
・
る
。
或
は
又
鴇
最
近
に

慌
て
マ
ナ
」
學
派
か
ら
の
影
響
と
し
て
却
っ
て
2
ε
・
三
賊

唐
衣
。
ゴ
麟
ぎ
ゴ
が
非
常
に
強
調
さ
れ
て
る
乃
と
驚
風
。
．
そ
れ
は
．
…
．

藤
に
於
で
は
、
曾
て
Q
活
力
．
に
充
ち
た
薄
続
（
タ
ー
ナ
ー
墨
磨
）
の

中
の
ほ
ぐ
れ
，
三
糸
を
拾
．
ひ
上
げ
ん
ど
す
る
企
て
ぢ
あ
り
、
　
一
．
面
に

．
煽
て
怯
、
去
り
忙
も
受
歌
な
る
園
家
的
模
様
（
右
塑
派
の
行
ず
ぎ
）

　
　
　
　
　
第
三
＋
謬
聾
・
羅
垂
ハ

に
聾
す
る
鍛
な
る
養
動
で
あ
胤
≠
膏
驚
略
っ
馨
濃

の
優
勢
な
親
代
ア
メ
劣
角
累
の
中
よ
、
．
ま
履
塒
か
る
池
北
的
。

．
・
文
學
的
要
悶
が
鵡
猷
瀬
鞠
さ
れ
而
も
そ
れ
が
ノ
シ
・
ア
カ
」
ア
ミ
シ
ア
ン
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ゴ
ヒ

よ
つ
て
贈
は
れ
て
み
る
と
い
ふ
復
古
的
霧
賓
は
、
ア
メ
リ
カ
史
學

が
未
來
に
於
τ
有
つ
輝
か
ξ
回
書
櫓
約
す
ざ
あ
叢
な
い
‘
、

で
議
の
ち
う
が
。

「
あ
と
が
き
」
・

　
近
來
、
多
年
に
…
旦
っ
て
史
畢
界
を
風
慶
し
て
來
た
ド
イ
ツ
皮
學

が
行
識
め
に
陥
っ
た
、
．
今
や
新
し
い
史
學
が
建
設
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
、
ア
メ
配
力
史
鍛
鳳
未
だ
稚
拙
で
あ
る
之
は
い
へ
北
ハ
の
有

力
な
｝
つ
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
が
屡
々
口
に
．
せ
ら
れ
て
來
』
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

が
、
・
こ
の
こ
と
に
今
昏
に
於
て
又
將
來
に
於
て
強
調
ぜ
ら
れ
即
け

る
し
9
こ
ろ
で
あ
ら
ヶ
。
駕
イ
ツ
穴
打
が
そ
の
内
的
な
瀧
ま
り
に
為
、

拘
は
ら
す
或
は
そ
の
深
ま
り
の
故
に
、
形
而
下
性
の
欠
除
「
．
エ
ン

。
ヴ
．
．
ク
ル
馳
ン
グ
滴
糧
零
詰
う
鴛
苦
悶
に
喘
ぎ
ゼ
を
克

　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
ぷ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

墾
，
・
ゆ
逸
と
し
て
禦
書
論
馨
τ
煮
的
な
要
奥
の
、

楷
田
園
聞
性
の
窺
、
点
鼻
券
ブ
》
．
亥
的
把
饗
ど

が
あ
げ
ち
れ
る
と
す
み
な
ら
ば
、
サ
メ
ザ
協
．
築
學
こ
量
は
新
し
い

（　．56　）



身
動
と
し
て
の
素
因
を
有
つ
も
の
で
あ
傷
う
。
樽
々
は
ア
メ
リ
カ

史
一
ア
メ
リ
カ
立
流
を
知
る
編
め
に
は
北
ハ
の
根
概
北
横
ば
危
形
而

．
下
性
、
．
察
間
性
、
プ
・
グ
レ
ス
性
に
蒲
聾
し
な
娃
れ
ば
な
ち
な
い

の
で
あ
る
が
、
併
し
そ
れ
は
菅
に
ア
メ
リ
カ
理
解
の
手
段
と
し
て

あ
る
の
み
で
な
く
、
よ
り
重
要
な
．
問
題
に
ま
で
繋
が
る
も
の
．
を
有

つ
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
史
、
ア
メ
リ
カ
史
學
の
探
究
が
、
軍
に

一
國
民
史
一
｝
史
學
の
探
究
に
了
る
の
で
な
く
、
新
し
．
い
国
界
史

の
教
序
、
新
し
い
世
界
の
史
聡
、
の
誕
生
と
成
長
と
に
ま
で
つ
ら

　
　
　
　
サ

な
る
蓮
命
を
有
す
る
こ
と
を
痛
感
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

．
観
護
最
近
、
・
、
－
マ
ク
市
立
火
學
助
敦
授
．
謹
琶
・
，

H
p
ρ
一
ψ
の
、
、
≧
憂
8
；
；
臥
・
君
・
二
受
多
ぢ
Q
ミ
、
を
一

讃
し
貢
つ
此
の
書
物
は
極
め
て
稔
常
。
雫
易
仁
ア
メ
リ
カ
輿
學
の

磯
達
を
杢
般
葡
に
取
扱
つ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
、
良
。
不
良
に
よ
っ

て
で
は
な
く
便
。
不
便
に
ま
っ
て
共
の
償
値
を
問
は
る
べ
き
禮
の

書
物
で
あ
る
。
謂
は
ゴ
、
最
も
ア
メ
リ
カ
的
な
書
物
で
あ
る
で
併

し
乍
ら
、
こ
れ
は
著
者
、
自
身
も
去
ひ
筆
蔚
為
か
く
認
め
る
「
ア
メ

リ
か
に
於
け
る
唯
一
の
包
括
的
な
米
國
実
の
歴
史
」
で
あ
る
ど
こ

．
う
に
砦
干
の
關
心
を
促
が
す
も
の
が
あ
σ
髭
。
小
稿
は
、
少
数
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

書
物
。
論
文
に
當
っ
て
か
ら
後
に
通
誠
し
忙
此
の
書
物
の
讃
後
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U

か
ら
草
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
内
、
容
の
不
備
た
る
こ
と
言
を
侯

た
な
い
。
併
し
乍
ら
、
今
次
大
戦
の
闇
に
磯
達
し
た
で
あ
敵
う
ア

メ
リ
カ
史
學
の
立
毛
を
知
る
山
も
な
い
吾
々
は
、
現
在
及
び
將
來

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

の
ア
メ
リ
カ
史
學
の
、
．
叉
は
未
來
に
於
け
る
新
し
い
世
界
的
史
躯

の
性
格
と
動
内
と
を
窺
ふ
前
段
階
乏
し
て
．
（
三
〇
年
代
ぎ
で
の
そ

れ
を
辿
る
こ
と
は
無
意
義
で
は
な
い
と
思
ふ
。
新
し
い
史
學
の
た

め
に
も
、
新
し
い
慨
界
秩
序
の
九
め
に
も
、
ア
凶
リ
カ
史
學
、
ア

r
メ
リ
画
図
の
健
や
か
な
嚢
逮
を
望
む
や
切
な
る
も
の
が
あ
る
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
＋
一
、
二
）
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ア
メ
リ
カ
史
雌
に
於
け
る
「
科
學
雛
派
に
つ
い
で
脳

第
三
十
一
巻
　
第
・
三
競
．
餌
　
　
五
七


